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　　　リズムにのって踊ることを実感できるリズムダンスの授業

一
ヒップホップの「ステップ」を活用した実践を通して一

湯　浅　理　枝

1　問題の所在と研究の目的

　子どもたちが夢中になって体を動かしたり，友

だちと試行錯誤しながら動きをつくったりするこ

とができる体育の授業を目指したいといつも考え

ている。ダンス系領域でも，音楽やリズムにあわ

せて夢中になって体を動かすことを大切にする授

業を，子どもたちと共につくることを意識してき

た。しかしながら，　「体を動かすことが好きだ」

と答える子どもたちであってもダンスに興味を

もっているものの，どのようにリズムに乗ればよ

いのかわからないと戸惑う様子が見られた。また，

上手く踊れているのか自分ではわからないので恥

ずかしさが先に立ち，心身を開放して踊ることが

難しいという現状があると感じている。

　平成20年の学習指導要領改訂にともない，中学

校では第1学年及び第2学年で「ダンス」領域が

必修となった。つまり，「ダンス系」領域は小学

校第1学年から中学校第2学年まで必修になった

ということである。　「ダンス系」領域は「表現系

ダンス」　「リズム系ダンス」　「フォークダンス」

の「三つのダンス」で構成されているD。この中

でも，「リズム系ダンス」は平成10年告示の学習

指導要領で新たに導入された内容である。ロック

やサンバ，ヒップホップなどの現代的なリズムの

音楽にのって自由に弾んで踊るダンスは，子ども

たちの関心も高く，今の時代に合った学習内容と

して内容に位置づけられたものである2）。

　しかしながら，「ダンス系領域」では，「技能

の指導が難しく，どのように指導したらよいか分

かりにくい」という声が教師側にあると言われて

いる。その原因は，「ダンス系領域」の求める技

能は，系統性や構造性があり，易しいものから難

しいものへと習得を段階的に目指すものになって

いないことが考えられている3）。また，「リズム

系ダンス」のねらいにあるリズムの特徴をとらえ，

リズムにのって全身で自由に踊るということが教

師側も子ども側もイメージできていなかったり，

イメージが共有できていなかったりすることがあ

ると指摘されている4）。

　そこで，本研究は「リズムにのること」＝「途

切れないように踊ること」を子どもたちが実感で

きること，見ている子どもや教師もリズムにのっ

ていることがわかることに焦点を当て，リズムダ

ンスの授業づくりにおいてヒップホップのステッ

プを「リズムにのる」ことの足場づくりとして活

用することの有効性を検討することを目的とする。

2　研究の仮説とその具体的方策

今回の研究を推進していくにあたり，次のよう

な仮説を立てて進めていく。

（1）　【仮説】

　子どもたちがリズム（曲）にのって心身を開

放し思い切り踊ることを目指すために，リズム

カウントに合わせて体を動かす「ステップ」を

活用して途切れないように踊ることを学習課

題として設定する。そうすることで子どもたち

がリズムにのって踊れているかを実感したり

確認したりする視点が明確となり，その結果，

誰もがリズムにのって踊ることを実感できる

ようになるであろう。
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　この研究仮説を具現化するために，次のような

方策を考えた。そして，仮説が有効であったかど

うかを子どもたちの活動の様子やワークシートな

どをもとに検証することで，本研究の有効性を明

らかにしていく。

（2）　【具体的方策】

①単元構成の工夫

　単元の流れを習得場面，活用場面に分け，細

かく段階を分けて小さな変化をつけていく活

動を仕組んでいく。変化が加わっても途切れな

いように踊ることを意識することで，よりリズ

ムにのることができるということを実感でき

るようにする。

　単元前半部分は，全員で同じように踊る場面で

の共通の振り付けや基本となる8つのステップを

習得していく活動を行う。中盤から後半の活用場

面では習得したステップを組み合わせること，そ

のうちの1つのステップの動きを使ってグループ

で踊る隊形に変化を加えることというように，個

での学びを集団の学びにしていく。こうすること

で運動の質を自然とあげていくことができる。最

後に，各グループでオリジナリティーが出るよう

にステップを用いずに各グループで創作する場面

を入れていき，ステップを用いなくてもリズムに

のることができることを実感できる場面を仕組む。

　あまりにもたくさんのステップを組み合わせる

のは，覚えることにとても時間がかかる。また，

グループ内で意見をまとめていくことにも難しさ

が生まれてきて，本来の目指したい子どもの姿に

到達しにくいと考えた。したがって，今回は4っ

のステップを選択し組み合わせることにした。嵐

の『ワイルド・アット・ハート』のサビに当たる

部分を，ステップの組み合わせと共通の振り付け

でグループごとに一つのダンスを創作していく。

創作していくことを通して，かかわり合い，学び

合いながらリズムにのることが実感できることを

目指す。もう少し具体的にダンスの構成について

説明すると以下の表1の通りである。

②かかわり合う場の設定

　グループで一つのダンスをつくることを活

動の柱とする。ステップを組み合わせる活動

や隊形移動を考える活動などを仕組むこと

で，グループ内や他のグループと必然的にか

かわり合いが生まれ，仲間の動きと協調する

ことでリズムを感じることができるようにす

る。

表1　子どもたちが踊ったダンスの構成

嵐　『ワイルド・アット・ハート』5）

♪前奏（2×8）

オリジナルダンス

♪前奏（4）

共通の振り付け

♪一度きりの人生　　転がるように（1×8）

ステツプ①　＋　ステップ②

　1・2・3・4　　　　5・6・7・8

♪笑って泣いて生きて　ゆこうぜBaby（1×8）

ステツプ③　＋　ステツプ④

　1　・2・3・4　　　　5・6・7・8

♪誰かの決めた　自由はいらない（1×8）

　共通の振り付け

　1　・2・3・4・5　・6・7・8

♪そしてここではない　どこかへ（1×8）

　共通の振り付け

　1　・2・3。4・5。6。7・8

♪S㎝eday（4）

　共通のポーズ

　1・2・3・4
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　かかわり合い，活発に意見を交わしていくため

にダンスをつくっていくときの構成をどのグルー

プも同じにする。こうすると見るときの視点がよ

り明確になると考えた。視点が明確になればグ

ループ内でのコミュニケーションはもちろん，見

合う活動の時に見てくれたグループとも途切れな

いように踊るための工夫についてアドバイスし合

う姿が自然と見られるようになると考えた。

　また，ステップを4つ組み合わせる際に1つだ

けその場から移動できるステップを入れる活動を

仕組む。この活動を通して，グループで踊ってい

る空間とリズムの二つを意識しながら踊ることが

できる。また，動き方や隊形に変化を加えたとし

てもリズムが途切れなければ音楽に合わせて踊る

ことができることも実感できる。あえて仲間とか

かわり合わなければいけない場（隊形移動）を仕

組むことでリズムカウントに自分があっているか

どうかを仲間の動きと合わせながら実感できると

考える。

3　実践例

（1）単元

　　「リズムダンス♪～嵐Ver．」

（2）対象児

　広島大学附属三原小学校の5年1組児童40名

を対象とした。

（3）単元について

　リズムダンスは軽快なリズムにのり，思い切り

体を動かすことの楽しさを味わわせることが最も

重要であると考える。本単元では，子どもたちが

リズム（曲）にのって心身を開放して思い切り踊

る体験を仲間と一緒に多くさせることを大切にし

たいと考えた。そのために，軽快なヒップホップ

のリズムに合わせて，ステップを組み合わせたり，

グループで踊る隊形を工夫したりして踊ることで，

足だけでなく膝や腰を動かし，おへそを中心に全

身が弾むように動かすことができるようになるこ

とをねらっている。

（4）指導にあたって

　単元全体を通じて授業の導入に基本的なステップ

や動きに慣れることができるように曲に合わせて友

だちや教師と共に気持ちよく踊る経験を多く積ませ

るようにする。ステップは足だけでなく，体幹部を

中心に弾むように踊ることができるように「腰」「肩」

の動きを意識させるように声かけをしていく。第1

次では，習得したステップを振り返ることとステッ

プを踏みながら移動をする方法を習得するためにゲ

ストティチャーを活用する。第2次からは，リズム

にのりながら，習得しているヒップホップのステッ

プを活用し，ステップを組み合わせ，その後「スマー

フ」というステップを踏みながらグループで踊る隊

形を変化させる（自分が現在踊っている位置から移

動する）という課題提示を行う。このことで，ステッ

プを組み合わせて踊るという「個」の動きから隊形

変化という「集団」の動きへと意識を変化させてい

き，よりグループで一体となってダンスを創り，よ

りリズムを感じリズムにのるという活動にしていく。

（5）単元の目標について

　○　運動に進んで取り組み，互いのよさを認め

　　合い助け合って練習や発表をしたり，場の安

　　全に気をつけたりすることができるようにす

　　る。

　○　リズムの特徴をとらえ体の各部分でリズム

　　をとったり，体幹部を中心にリズムにのった

　　りして全身で踊ることができるようにする。

　○　リズムの特徴をいかして，ステップや隊形

　　を選択して組み合わせ，よりよい動きを見付

　　けることができるようにする。

（6）学習計画

第1次　リズムダンス♪スタート…1時間

　　　　　～ダンサーから学ぼう～

第2次　ダンスカーニバルに向けて…4時間

　　①ステップ2つを組み合わせてみよう

　　②ステップ4つを組み合わせてみよう

　　③「スマーフ」で隊形に変化をつけてみよう

　　④自分たちで考えたダンスを入れてみよう

第3次　ダンスカーニバル（発表会）…1時間

※　本稿では第2次までの実践を述べる。
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　　　　　　　　　　　　　　表2　各グループが選択して組み合わせたステップ

【具体的方策①

　　　　　　「単元構成の工夫」についての実際】

　第1次の「リズムダンス♪スタート」ではゲス

トティーチャーとして環太平洋大学の高田康史先

生に共通の振り付け部分を指導していただいた。

また，第2次で組み合わせてつないでいくステッ

プについてもリズムカウントをとりながら確認し

てもらった。ダンスを自分でも取り組んでおられ

る高田先生との出会いによって「本物に触れる」

ことができた子どもたちは，次時から活用するス

テップをしっかり習得し，全身で踊るためのポイ

ントをおさえることができていた。また，共通の

振り付けを習ったことで，曲調やどんなイメージ

でダンスをつくっていくのかがイメージできたと

感じているようだった。以下は子どもが授業後に

書いた振り返りの記述である。

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　今回のダンスの曲は嵐の『ワイルド・アット・ハート』l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1です。後半にいけばいくほど盛り上がっていく曲なのl
t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1で，動きをスムーズにつないでいけるように，次の動きl
t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
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1をイメージしながら踊らないといけないと思いました。1
巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
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1　手や足だけでステップをふんでも，かっこよく見えな1
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1いので，弾むようなリズムに合わせて，腰の動きと肩のl
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
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1動きが大事だと思った。高田先生を真似して，右に手を；
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1出したら腰から上も右に傾けるようにしたら大きな動l
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ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
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　第2次「ダンスカーニバルに向けて」では，グ

ループでステップを組み合わせて曲の2×8

　（ツー・エイト）分を考えていった。いきなり4

つのステップを選択してつないでいくのは難しい

と判断したので，2つのステップを選択して，つ

ないでみることとした。各グループの選択したス

テップの組み合わせは表2のようになった。

グループ ステツプ① ステップ② ステツプ③ ステツプ④
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　9つのグループの組み合わせたステップを見て

みると同じ組み合わせのステップが多いことがわ

かる。振り返りでの発言や記述によると，習得し

ているステップは二つに仲間わけできると考えて

いた。以下の図1のように『その場』でリズムに

合わせてステップをふむもの，左右に『動きなが

ら』ステップふむものである。
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、　　テツプ

、　　・バックラン

　、　ニングマ
　　t、
　　　　、蘭隔

〈その場〉）ぐ

　　　　　ノ　　　、
　　　　　，　　　　　、

　　　　1・スライド　、

　　　　1・ポツプ1
　　　　、　コーン　　’

　　　　　、　　　　　，
　　　　　、　　　　，
　　

　
v
－
　
－
　
’
－

、
　
　
　
　
，

、
、

◇働
、

、

フ1マス．
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ノ
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図1　子どもたちの考えたステップの分類

　「その場」のステップと「動く」ステップを組

み合わせると，左右への空間の広がりと途切れな

いようにつなぐための次への準備行動がしやすい

ことに気付いていた。

　次の時間は4つのステップを選択し，組み合わ

せた。前時での学びである「その場」と「動く」

ステップを組み合わせると途切れないように踊る

ことができるという学びを活用した。その結果と
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　一ヒップホップの「ステッフ」を活用した実践を通して一一

して各グループが選択したステップは以下の通り

である。

表3　各グループが選択し組み合わせた4つのステップ

※　「動く」ステップはゴシック体で書き表している。

グルーブ　　ステツブ①

1　　ダウン

　　　フコスア

2　　スマーフ

3　　スマーフ

4　　ポツブコーン

5　　ポソプコーン

6　　ポツプコーン

　　　スマーフ
7　、，クラ、。／グ。ン

8　　スマーフ

9　　スマーフ

ステップ②

バソクランニングマノ

スマーフ

ハノクラノニノグマン

パノクラノニングマン

サイドステップ

フコスア

ボックス

ハソクラ／，：ごグ7ン

ボツクス

ラコステ

スライド

パックランニンダマン

ステップ③

サイドステップ

パンクランニングマン

ポツプコーン

スライド

ボツクス

ハックランニングマン

スライド

フコスア

スライド

ポツプコーン

ボックス

ステツブ④

ボックス

ス

→

7
フ
ガ

汐
力
←．

←
防

ボ

胸
ス

ス

堀

ポツプコーン

ハックラノニングマン

ポップコーン

　前時での学びである「その場」と「動く」ステッ

プの組み合わせはどのグループもしっかり活用で

きていた。さらに，1・6・8グループのように

自分たちのグループの踊りの隊形に合わせて，前

列と後列でステップを変えて練習し始めるグルー

プが見られるようになった。その様子を見た，他

のグループからも次の時間には挑戦してみたいと

いう発言が多く聞こえた。

　この子どもたちのつぶやきから，次時は「動く」

ステップである「スマーフ」を使ってグループご

とに隊形移動を入れて，見せ方を工夫する学習を

行うことにした。ここでも，隊形移動があっても

途切れないように踊り続けることを学習課題とし

て意識することを大切にした。

図2　隊形移動をまとめたグループでのワーク

　　　シート

図3　確認し合いながら練習する様子

　「スマーフ」が「動く」ステップということを

第2次最初から子どもたちの気づきによって全体

で共有していた。このことで，隊形移動を行うこ

とに大きな混乱はなく，各グループともにオリジ

ナリティーのあるダンスを完成させることができ

た。また，見せ方の工夫まで考え，人と人が重な

らないように間隔をとること，左右に動くだけで

なく体の向きを変えて斜めに動くことを練習して

いた。活動の様子からだけでなく，振り返りの記

述でも立ち位置を工夫したり，動き方を工夫した

りすることで空間を大きく使うことができること

にも気づいているものが多く見られた。

　第2次の最後の時間に，ステップを用いずに前

奏の曲とリズムに合うように自分たちのグループ

のオリジナルのダンスをつくる活動を仕組んだ。

ステップを組み合わせてダンスを完成させていく

ことからさらにレベルアップして，ステップがな

くても8カウントのまとまりを意識したらダンス

はつくることができることが実感できるようにし

た。練習方法はステップををつなぐ時と同じよう

にステップをつなぐときにリズムカウントをとり

ながら練習した方法を活用した。ここでも，子ど

もたちは大きく混乱することなく，各グループで

創意工夫のあるダンスを考えていた。
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　　一ヒッフホッフの「ステッフ」を活川した実践を通して

図4　自分たちでカウントをとりながら練習する様子

図5　『千手観音』をイメージしたオリジナルダンス

　選択し組み合わせるステップの数を少しずつ増

やしたこと，ステップを「その場」　「動く」と分

類したことで，隊形移動を考えるときにスムーズ

に思考していた。自分たちの思ったように動くこ

とができたことで積極的に見合う活動を組み入れ

ることができたので，相手にどのように見せるか

の工夫にまで思考が深まっているグループが多く

見られるようになった。

【具体的方策②

　　　「かかわり合う場の設定」についての実際】

　単元全体を通じて，グループで課題を解決して

いく活動を中心として学習を進めていった。

　第2次の前半では，学習課題でもある「途切れ

ないように踊る」ためのステップの組み合わせを

考える場面でかかわり合う姿が多くみられた。自

分たちのお気に入りのステップを組み合わせては，

カウントを手拍子でとり，うまくつなげて踊れる

かを確かめながら学習していた。

図6　第2次前半での子どもたちの活動の様子

　第2次後半の隊形移動を入れる活動とステップ

を用いず2×8（ツー・エイト）分のダンスを考

えていく場面でも，自分たちのグループで考えた

ステップをワークシートにまとめながら，うまく

っなげなかったり，思ったように隊形が整わなけ

れば，その都度話し合って改善するという姿がど

のグループでも見られた。

図7　グループでまとめたワークシートを掲示し

　　　たもの

図8　第2次後半での子どもたちの学習の様子

　特に「動く」ステップである「スマーフ」を用

いて隊形に変化を入れるという活動を仕組んだこ

とで，必然的に仲間とかかわり合わなければ成立

しない新たな課題が生まれ，自然と子どもたちは

活発に話し合うようになった。このことを実感し

ているこどもの振り返りの記述である。
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コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　最初は，1回目のステップと2回目のステップが逆l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1だったんだけど，今日「1列の隊形から五角形の隊形にl
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1なってすぐに移動のステップをつかったら，形が整うの1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1が難しくない？」という話になって逆にしました。するl
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1とかっこよくなったと見てくれたグループの人に褒めl
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1てもらえてうれしかったです。　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　決まっていたポジションから動くということは，

自分だけの動きではなく仲間とリズムカウントを

意識しながらピタリと合った時，上手く合わな

かった時がとても明確で，問題の所在を共有する

ことが容易になっているようだった。

5　考察

　研究仮説を具現化するために考えた具体的方策

をもとに考察を行うと以下のようになった。

【具体的方策①

　　　　「単元構成の工夫」についての実際】

　単元を通じた学習課題が「途切れないように踊

る」というシンプルなものだったので，曲がかかっ

ている間は止まることなく体が動いていたらよい

ということが子どもたちはイメージできていた。

このことがステップを組み合わせる場面でも，オ

リジナルのダンスをつくるときにも子どもたちの

リズムにのることができているかどうかを判断す

る材料になったと言える。また，ステップの数を

細かい段階に分けて増やしていったことで，ス

テップの特徴をとらえることにつながった。毎時

間の振り返りで子どもたちはこのように記述して

いる。

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　次の足が出しやすいステップは「その場」でできる；
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1ステップばかり。「その場」と「動く」のステップをl
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l交互に組み合わせれば絶対に途切れないと分かった。1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

1（4つのステップを組み合わせた後の振り返り）　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1　隊形移動をするときも，ステップをふんでいるときl

lも，自分の次の動きやステップをふむ最初の足をイl
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

lメージしておくことが途切れないように踊るためにl
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l大切なことだと思う。（隊形移動を入れた後の振り返1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

1り）　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　この記述から，少しずっ様子を見ながら学習を

進めていったことで，ステップを「その場」と「動

く」ステップに分類することができることに気付

き，そのことがステップの数を増やしたり，隊形

移動したりするときにも，途切れないように踊る

ことを解決する視点につながったと考えられる。

【具体的方策②

　　　　　　「かかわり合う場の設定」について】

　学習課題である「途切れないように踊る」こと

を達成するために，グループで課題を解決し，一

つのダンスをつくりあげていくというように学習

形態を単元を通して統一したことで，子どもたち

は「何を話し合えばよいのか」ということが，常

にぶれることがなかったのだと考える。また，ス

テップを組み合わせるだけならば，グループの中

の誰か一人の意見を採用して提案したらよい。し

かし，グループで一つのものをつくりあげるので，

まずはグループ全員でやってみる必要が生まれる。

4～5人の動きがそろわないときは，なぜそろわ

ないかを客観的に見る人間が必要になる。そのた

め，誰か一人がカウントをとりながら，見てアド

バイスしてもう一度やってみるという姿がたくさ

ん見られた。友だちと一つのものをつくりあげ，

同じリズム（曲）に合わせて体を動かし，そろえ

ていくという活動は，ステップが苦手という子ど

もでも，自然と同じグループの友だちを模倣しな

がら練習することができる。その結果として，み

んながそろうようになり，リズムにのることがで

きたのだと実感できるようになっていた。
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　　ヒッフホッフの「ステップ」を活用した実践を通して一

図9　かかわり合いながら活動する様子

　また，隊形移動を入れるという活動を仕組んだ

ことで，個だけでは解決することができない活動，

っまりお互い話し合い，お互いの動きを意識し合

いながらでないと成立しない状況をつくることが

できた。スマーフのステップが終わるまでに自分

の位置に移動し，次のステップを友だちとそろえ

て行うことで，　「スマーフから次のステップの1

歩目が合っていなければ，リズムカウントと合っ

ていない」ことが友だちと自分の動きから明確に

なるようになった。このことでより「途切れない

ように踊る」という学習課題を意識して話し合う

ことができたのだと考える。

6　おわりに

　今回の研究では「リズムにのって踊ることを実

感できるリズムダンスの授業づくり」という大き

な目標を立ててヒップホップの「ステップ」を活

用して「途切れないように踊る」ことを課題にし

て研究を進めていった。

　「リズムにのる」ということがどういうことな

のか，イメージできることがまずは必要不可欠で

ある。また，私たち教師側も子どもたちにリズム

にのるということがどういうことなのか，説明で

きなくてはならない。だからこそ，　「リズムにの

ることができているか，いないか」が視覚的で誰

にでもわかる指針が必要だと改めて感じた。今回

は，「途切れないように踊る」ために「1・2・

3・4・5・6・7・8・1・2・…　　」　とい

うようにリズムカウントをとりながらステップを

つないでいく方法を選択した。このことで，「1・

2・3・4」で一つのステップが完成し「5・6・

7・8」で二つ目のステップというように休みを

入れずにつながっていればリズムにのれていると，

誰にでもわかることにつながった。　「リズムにの

ること」＝「途切れないように踊ること」を子ど

もたちの中でイメージが共有できたと考える。

　しかしながら，リズムダンスを扱うのは3年生

以上であり，3年生でステップをつないでダンス

をつくっていく学習が適しているのかは疑問であ

る。また，低学年でのリズム遊びの学習とどのよ

うに系統的に進めていくのかに対しても課題は残

る。

　今後は，リズム系ダンス領域で学ぶべきことを

もう一度整理し，今回の5年生で行ったステップ

を活用したリズムダンスの授業づくりで得られた

「リズムにのる」＝「途切れないように踊る」と

いうように，だれでも実感できるような指針を表

していくことで得た成果を他学年にどのように結

び付けていくかを考え，教材開発をしていくこと

が重要であると考える。
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